
 

校章の由来 

校章は、昭和 23 年 4 月 1 日、本校が学制改革により、旧制中学校から新制高等学校に

切り替わったとき、生徒から募集した図案の中から採用されたものです。 

知性・感性・徳性を意味する三羽のツルと「髙」という文字を図案化し、三羽が中央に

向かってくちばしをそろえているところは、仲間の「和」を強調しています。 

また、逆三角形の不安定なデザインは、それより上への「向上」を表しています。 

 

教育方針 

人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成者として、真理と正義を愛し、個人の

価値をたっとび、勤労と責任を重んじ、自主的精神に充ちた心身ともに健全な国民の育成を

期する。 

 

  


